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1. は じ め に

近年の山間部における道路等の交通網の発達により斜

面工事を伴う施工の例が増加し,簡易で経済的な斜面施

工法の開発が求められている.仮りに図-1のような場所

に道路面を作らなければならない場合,従来はおもに次

の3つの工法が採用されていた.ひとつは図-2に示すよ

うに重力式の擁壁を建設する方法である.この方法だと

擁壁工事が非常に大がかりになってしまい不経済になり

うる.また,擁壁建設時に法面が安定していなくてはな

らないが,このためにはけっきょく法面勾配を小さくし,

切土法面をある程度広くしなければならない.別の方法

は図-3に示すように勾配が小さい切取り法面を作り安

定化を図る方法である.この方法だと切取り面積が非常

に大きくなり,また斜面の美観を損ねたりし,かつ十分

に安定であるとは限らないことがある.もうひとつの方

法は図-4に示すアースアンカー工法である.基岩盤にア

ンカーした鋼棒 (アンカーロッド)にプレストレスを与

え,フェーシングで法面を押える.この工法ではアンカ

ーロッドの表面にせん断応力が作用しないように工夫

し,与えたプレストレスが全てアンカー部分に伝わるよ

うにしてある.したがってアンカーすることのできる基

岩盤が深い場合は,それだけアンカーロッドが長くなる.
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図1 道路建設予定地の模式図
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図2 癖壁と切土法面施工の模式図

図3 切土法面施工の模式図

図4 アースアンカ-施工の模式図
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図5 鉄筋による補強法の模式図
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